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作業前のKY活動等において、関係者全員で作業機械が移動等する箇所にある架空線等の位置を現
地確認するとともに、作業において支障となることが予想される架空線の位置等を認識しやすくするた
めの表示等を予め行う。
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架空線（町内防犯灯）を切断

　バックホウの移動中に架空線（町内防犯灯）を切断させたもの。

 架空線中央が垂れ下がり地上高さが低くなっていたことや道路を斜めに横断していたこと、また、誘
導員は配置し走行していたが、一般車両進入確認の為、バックホウより前方の離れた位置にいたこと
もあり、オペレーターが架空線（町内防犯灯）に気付くのが遅れたため。
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